
※（　）内は、前売および以下をご提示の方の料金です。[クラブ・オン／ミレニアムカード、クラブ・オン／ミレニアム アプリ]
※障がい者手帳各種をお持ちの方、およびご同伴者1名さまは無料でご入館いただけます。
※前売券は、2023年7月31日（月）まで、そごう美術館または公式オンラインチケット、セブンチケット、ローソンチケット、
　イープラス、チケットぴあにてお取り扱いしております。

主催：そごう美術館　　後援：神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会 
企画協力：ステップ・イースト　　協賛：（株）そごう・西武

事前予約不要

●ご入館前にそごう美術館ホームページおよび会場入口掲示の「ご入館の際のお願い」を
　ご確認ください。
●展覧会・イベントの中止や延期、一部内容が変更になる場合がございます。
●最新情報は、そごう横浜店ホームページ・そごう美術館ホームページをご確認ください。

そごう美術館【横浜駅東口 そごう横浜店6階】
郵便番号 220-8510 横浜市西区高島 2－18－1　
電話 045（465）5515〈美術館直通〉

     ＠sogomuseum 
https://www.sogo-seibu.jp/common/museum/
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フラッシュ・機材
使用不可

※掲載写真は、過去の巡回会場の様子および新作イメージのため、実際の展示とは異なる場合がございます。
※作品によって一度に体験できる人数に限りがあるため、順番をお待ちいただく場合がございます。
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入館料（税込） 一般 1,200（1,000）円 ／ 大学・高校生 1,000（800）円 ／ 中学生以下無料



これまで全国で開催され、大きな話題をよ

んできた「魔法の美術館」がそごう美術館に

やってきます。

光+アート×体験＝魔法の美術館。一歩足を

踏み入れると、魔法のような空間が広がりま

す。あなたの動きにあわせて、光や影が動き

出す不思議な作品の数々。本展は、新しい感

覚の参加型アート展です。

「魔法の美術館」には魔法使いはいません。

主役はあなた自身です。子供から大人まで

誰もが楽しめる光とアートの世界をぜひお

楽しみください。

光と影の
新感覚アートが
勢ぞろい。
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《光の波紋》
作品に手をかざすと、かざした場所から光が波紋のように広がっていきます。

▲ 森脇裕之 ©hiroyuki MORIWAKI

▲ 重田佑介 ©yusuke SHIGETA

《アニメの公園》
テーブルをみんなで囲んで、歌に合わせてパーツを動かすと、ひとつのアニメーションが生まれます。

《toatope》 
手の影から生まれたイキモノが、まるで命を吹き込まれたかのように動きまわります。

▲ 本多大和 / 下田芳彦 ©yamato HONDA / yoshihiko SHIMODA

《ミルアンサンブル》
壁に手をかざすと音が鳴り、となりで手をかざしている人と一緒に合奏も楽しめます。

▲ Ponboks（本多大和） ©Ponboks (yamato HONDA)

《SUPER SLIT-SCAN》 
作品の中に自分の姿が入り込むと、時空がゆがんだように次々と不思議な変化を見せます。

▲ 渡邊敬之（北千住デザイン） ©takayuki WATANABE (Kitasenju Design)

《Shadow+》
自分の影の中に幾何学模様や鮮やかな色が現れ、影と映像が重なる不思議な空間を楽しめます。

▲ 徳井太郎 / 清水雄大 ©taro TOKUI / yudai SHIMIZU

《光を当てると浮かびあがる影の美術館》
身近なものなどを集めて作ったオブジェに光を当てると、名画などの美術作品が浮かび上がります。

▲ 佐藤江未 ©emi SATO

▲ 坪倉輝明 ©teruaki TSUBOKURA
《つくもがみ》
電化製品や家具などの廃棄物が作品の中の自分に吸い付き、ロボットのような姿に変身します。

▲ スイッチ ©Switch 協力：名古屋造形大学 情報表現領域
《なげる、あてる、ひろがる》
壁に向かってボールを投げると、当たった場所から音や光が次々に広がっていきます。

《Immersive Shadow: Bubbles》 
壁に映し出されたカラフルなボールを、自分の影でさわったり弾いたりすることができます。

▲ 藤本直明 ©naoaki FUJIMOTO

〈ご入館にあたって〉 ※館内では係員の指示に従っていただきますようお願いいたします。
〇展示品および展示ケース、壁にはお手を触れないでください。
（触れて体験する作品を除く）
〇作品保護のため、館内の照明および温度は低めに設定しております。
〇携帯電話はマナーモードに、アラームなど音の出る機器等は
スイッチをお切りください。

〇館内において以下の行為はご遠慮ください。
禁止場所での撮影／通話／鉛筆・ペグシル以外の筆記用具の使用／

長時間模写／携帯型扇風機の使用／レーザーポインター・
懐中電灯等の使用／飲食（ガム、アメ、水筒・ペットボトルの
飲料等を含む）／喫煙／長い傘の持ち込み／大きな荷物の持ち込み／
植物類の持ち込み／ペットの同伴（盲導犬・介助犬・聴導犬を除く）／
そのほか、周囲の方の迷惑となる行為

〇小さなお子さまをお連れの方は、お子さまの転倒や周囲との
接触がないようご注意ください。

〇入館者数が一定数を超えた場合には入場制限を行います。　　
入場制限時、会場付近にはお待ちいただく場所はございません。

〇展覧会・イベントの中止や延期、一部内容が変更になる場合が
ございます。

〇最新情報は、そごう横浜店ホームページ・そごう美術館ホームページを
ご確認ください。

＊掲載写真は、過去の巡回会場の様子および新作イメージのた
め、実際の展示とは異なる場合がございます。

＊作品によって一度に体験できる人数に限りがあるため、順番
をお待ちいただく場合がございます。

開催が決まり次第、
そごう美術館ホームページ

およびTwitterにてご案内いたします。

関連イベント

アーツ・アンド・クラフツとデザイン　
ウィリアム・モリスからフランク・ロイド・ライトまで
2023年9月16日（土）－ 11月5日（日）

次回展予告
【表面】左上から時計回りに《なげる、あてる、ひろがる》 スイッチ ©Switch 協力：名古屋造形大学 情報表現領域、《七色小道》 坪倉輝明 ©teruaki 
TSUBOKURA、《Shadow+》 徳井太郎 / 清水雄大 ©taro TOKUI / yudai SHIMIZU、《toatope》  本多大和 / 下田芳彦 ©yamato HONDA / yoshihiko 
SHIMODA、《光の波紋》  森脇裕之 ©hiroyuki MORIWAKI、《ユビサキに咲く》 Ponboks（本多大和）  ©Ponboks (yamato HONDA)、
《展覧会の絵》 坪倉輝明 ©teruaki TSUBOKURA、《アニメの公園》 重田佑介 ©yusuke SHIGETA、《色のある夢》 藤本直明 ©naoaki FUJIMOTO


